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明治・大正・昭和・平成を生きぬいて

“

（尾崎・104歳）市内最高齢者は大熊忠平さん

歩
く
こ
と
、
動
く
こ
と
が
健
康
の

秘
け
つ
と
い
う
小
宮
山
ハ
ナ
さ
ん

　
9
月
n
日
㈹
、
敬
老
の

日
を
前
に
、
今
年
度
百
歳

の
仲
問
入
り
を
し
た
6
人

の
お
年
寄
り
を
市
長
が
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
6
人
の
お
年
寄
り
に
は
、

祝
状
と
記
念
品
及
び
金
一

封
が
市
長
か
ら
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
規
百
歳
者
の
表
敬
訪

問
は
、
百
歳
の
長
寿
を
祝

お
う
と
、
県
と
市
が
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
日
本
一
の
健
康
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
当

市
に
お
い
て
、
一
度
に
6

人
も
の
百
歳
者
に
恵
ま
れ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。

　
市
内
の
最
高
齢
者
は
、

明治の気骨、かくしゃくとした風格を
ただよわせる大熊忠平さん

1
0
4
歳
の
大
熊
忠
平
さ
ん
（
尾
崎
）

で
す
が
、
ち
な
み
に
県
内
で
は
1
2
番

目
、
男
性
で
は
3
番
目
の
長
寿
で
す
。

　
ま
た
、
大
熊
忠
平
さ
ん
と
新
規
百

歳
者
の
長
津
リ
ク
さ
ん
（
川
治
内
後
）

特
別
な
長
生
き
の
秘
け
つ
な
ど
な
い

と
い
う
小
泉
セ
イ
さ
ん

は
、
い
と
こ
同
士
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
十
日
町
市
が
日
本
一
の
健
康
都
市

に
、
そ
し
て
こ
こ
か
ら
日
本
一
の
長

寿
者
が
う
ま
れ
た
ら
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。

お
祝
い

弩
舞
萎
譲
ざ
蘇
め
で
素

歪
墨
馨
セ
”
迎
．
、
？
門
毘
門

露
曾
肇
霞
髭
．
、
象
銚

婁
・
め
…
曇
導
．
髪
．
窒

噂
義
義
し
尋

食べ物の好き嫌いがなく、くよくよしない
性格が健康のもとという長津リクさん

2



寸イ番寿長年度平成1
　市内には9月15日現在で満90歳以上になるお年寄が335人いま

す。この番付表は、95歳以上の人61人を紹介しました。

年齢は9月15日現在のものです。

〈東 ＞ 寿 〈西 ＞

大熊忠平さん〔明28・1・18生
104歳　尾　崎〕 横　綱 小泉セイさん〔撫4灘1

富沢タキさん〔明32・9・17生
99歳　　水野町〕 犬　関 有坂シサさん〔明32・9・27生

99歳　四日町2〕
小宮山ハナさん〔明32・10・10生

99歳　　上　原〕 関　脇 星野キヨジさん〔明32・10・15生
99歳下条中央通り〕

長津リクさん 騰1、稲因覆〕 小　結 南雲キクさん〔明33・5・6生
99歳　　袋町中〕

雲野キクさん鵬認誌縮／ 前頭1 庭野キクさん〔擁。9纒告〕

大海トメさん〔明34・1・5生
98歳下条中央通り〕 裁　2 岡村ヨシノさん麗謡嵩』謂劃

濱田道子さん〔明34・2・11生
98歳　新座4－1〕 裏ノ　3 大ロトミさん麗討5永奨割

生越リノさん〔明34・6・7生
98歳　上新田3〕 裏1　4 金子ハナさん儲謁、1弘漏割

関口丑太郎さん〔明34・7・19生
98歳　　水野町〕 ヌメ5 西川タノさん鶴誰幽講〕

大津タケさん〔明34・11・17生
97歳下条中央通り〕 ノノ　6 村山ミヨさん僻護。12薪畠割

飯塚や寿さん〔明34・12・31生
97歳下条中央通り〕 灘　7 村山ミツさん鵬謁，i％當割

高橋トリさん〔明35・9・7生
97歳下条中央通り

1／　8 和田スキさん〔鞭襖φ贔制

富井ミヨシさん〔明35・11・6生
96歳　　水沢2〕 鰹　9 樋ロキヨエさん〔明35・11・25生

96歳　　塩　野〕

樋熊キワさん〔明35・11・30生
96歳　　新座2〕 ノ1鎗 越サトさん〔明36・1・4生

96歳　　新座3〕

上村レンさん〔明36・2・23生
96歳　　土市3 ノ111 根津政太郎さん〔明36・3・19生

96歳　　若宮町〕

林　徳司さん〔明36・3・26生
96歳　　小泉1

潔　12 尾身ウメさん〔明36・4・10生

96歳　　鉢　2〕
上村タイさん〔明36・5・1生

96歳　　南鐙坂〕 1／13 根津フヂさん〔難●茜白調

春日ヤスさん腿謡6槍7剣 潔　14 馬場クマさん〔蕪●茜、南鑛〕

二瓶かうさん〔擁逸白講〕 ノ715 石井チイさん〔明36・6・30生
96歳　　桑　原〕

高橋きよさん 騰1、1台王翻 ノ1墨6 古澤榮太郎さん〔明36・9・2生
96歳　北鐙坂2〕

岩田敬作さん〔擁●皐論／ ノヌi7 田邉軍司さん〔明36・9・23生
95歳　　駅通り〕

蕪木ソウさん〔擁010主6翻 1メ18 関ロヨシさん〔明36・10・10生
95歳　春日町3〕

水落キクさん〔 明36・10・14生
95歳　　願　入 ノノ廻 長津國吉さん〔撫唱諭割

佐藤トミさん〔明36・11・7生
95歳　西浦町西〕 メノ20 田村チノさん〔明36・11・8生

95歳　　岩　野〕
岡村クラさん〔 明36・11・13生

95歳　　関根1 1121 阿部善吉さん〔 明36・12・15生
95歳　東枯木又〕

太田マスさん〔明36・12・18生
95歳　北鐙坂2〕 翔22 高橋トヤさん〔明37・1・19生

95歳　春日町3〕

青山トミさん〔明37・1・31生
95歳　本町1上〕 擬23 上田秀次さん〔明37・2・17生

95歳　　梅　沢〕

近藤義久さん〔擦●譲詩〕 露124 春日タツさん 際●3霜害1

村山ハルさん〔器4永5告〕 メノ25 星名トモさん腿謡4ボ翻

村山仙平さん〔鰹歯翔 ヌ12㊨ 小杉ヨシさん醍毅齢講〕

小野塚キヨさん〔盟鰻●軸害／ 鰹解

　t

　　　l
　　　　　l

1
　
題

…
i
対
　
　
ヨ 肖

旧

ヨ
～
き
醤 l 　

今年度100歳に
なられた皆さん

ノ』、

富
沢
タ
キ
さ
ん

泉
セ
イ
さ
ん
懸

有
坂
シ
サ
さ
ん

小
宮
山
ハ
ナ
さ
ん

星
野
キ
ヨ
ジ
さ
ん

長
津
リ
ク
さ
ん

平成11年9月25日号3
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市
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
m
月
1
日

か
ら
「
情
報
公
開
条
例
」
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
「
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
。
制
度
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
7
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
の
で
、
今
号
で
は
、
実

際
の
情
報
の
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
蟻
開
霧
例

　
市
民
が
「
知
る
権
利
」
と
し
て
、

市
が
保
有
す
る
公
文
書
の
公
開
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

個
簾
情
報
像
護
嚢
憾

　
市
が
あ
つ
か
う
個
人
情
報
の
適
正

な
取
扱
い
を
定
め
、
市
民
の
自
己
情

報
の
開
示
・
訂
正
・
削
除
・
目
的
外

利
用
ま
た
は
外
部
提
供
の
中
止
の
請

求
等
の
権
利
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。

◆
情
報
の
請
求
方
法

　
公
文
書
の
公
開
請
求
お
よ
び
自
己

情
報
の
開
示
等
の
請
求
に
は
、
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

公
文
書
の
公
開
が
即
日
可
能
な
場
合

や
、
身
体
障
害
等
に
よ
っ
て
請
求
書

の
記
載
が
困
難
な
場
合
は
、
口
頭
で

の
請
求
で
受
け
付
け
ま
す
。
請
求
書

の
提
出
窓
口
は
総
務
課
で
す
。
電
話

や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
請
求
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。
自
己
情
報
の
開

示
等
を
請
求
す
る
場
合
は
、
本
人
と

確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
・

旅
券
等
）
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◆
請
求
に
対
す
る
決
定

　
原
則
と
し
て
請
求
か
ら
1
5
日
以
内

に
公
文
書
の
公
開
ま
た
は
個
人
情
報

の
開
示
等
を
す
る
か
ど
う
か
を
決
め

請
求
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

◆
費
用
の
負
担

　
請
求
や
閲
覧
の
費
用
は
無
料
で
す

が
、
写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
1
枚
1
0
円
の
実
費
、
写
し
の
郵
送

を
希
望
す
る
場
合
は
、
郵
送
料
の
実

費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
不
服
申
立
て
の
方
法

　
非
公
開
、
非
開
示
等
の
決
定
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
6
0
日
以
内
に
、

市
に
対
し
て
不
服
申
立
て
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
市
は
「
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
に
諮
問
し
、

そ
の
答
申
を
尊
重
し
て
、
不
服
申
立

て
に
対
す
る
決
定
を
し
ま
す
。

◆
ほ
か
の
法
令
等
の
優
先

　
「
情
報
公
開
条
例
」
「
個
人
情
報
保

護
条
例
」
に
よ
る
公
文
書
の
公
開
・

個
人
情
報
の
開
示
等
は
、
他
の
法
令

等
で
同
様
な
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
適
用
に
な
り
ま
せ
ん
。

①
他
の
法
令
等
で
閲
覧
・
縦
覧
等
が

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
（
例
“
選
挙

人
名
簿
の
抄
本
の
閲
覧
…
公
職
選
挙

法
第
2
9
条
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
…
地
方
税
法
第
4
1
5
条
、
道

路
台
帳
の
閲
覧
…
道
路
法
第
2
8
条
な

ど
）
②
ほ
か
の
法
令
等
で
個
人
情
報

の
開
示
・
訂
正
等
が
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
（
例
H
住
民
票
の
写
し
の
交

付
…
住
民
基
本
台
帳
法
第
12
条
、
戸

籍
の
訂
正
の
申
請
…
戸
籍
法
第
1
1

3
条
な
ど
）

◆
公
開
で
き
な
い
情
報

　
市
演
保
有
し
て
い
る
公
文
書
は
、
原
則
公
開
懸
す
が
、
次
の
塞
義
癒
縫
報

は
鼓
開
懇
き
な
樋
場
合
溺
あ
婆
諜
す
。

①
法
令
秘
情
報
瞬
法
令
繕
条
例
難
公
開
懸
き
毅
蜷
と
愚
癒
饗
麺
る
縫
報
幽
例
鱒

市
県
民
税
申
告
書
、
統
欝
調
査
票
、
住
民
繋
動
届
等
〉
②
個
人
情
報
擁
欄
践

に
か
が
わ
る
情
報
欝
欝
定
の
欄
表
が
識
別
蓬
灘
る
情
報
（
例
鱒
履
歴
書
、
個

人
相
談
記
録
等
）
③
事
業
活
動
情
報
擁
法
人
や
事
業
を
営
む
個
義
等
緯
不
網

益
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
携
例
鱒
蛋
産
技
徳
、
販
売
等
獲
関
蒙
る
構
報
）

④
国
等
＆
の
協
力
関
係
情
報
麟
国
等
と
の
信
頼
関
係
や
協
力
関
係
溝
損
毅
癒

れ
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
（
例
榊
国
等
と
の
協
議
文
書
等
）
⑤
意
志
形
成
過
程

情
報
縫
来
成
熟
な
情
報
で
、
混
乱
を
生
¢
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
蹴
例
鱒

各
種
計
画
、
予
算
確
定
前
の
検
討
資
料
等
）
⑥
事
務
峯
業
執
行
構
報
鮭
事
務

事
業
の
適
正
癒
遂
行
に
支
障
を
お
よ
ぽ
す
恐
れ
の
あ
る
構
報
撚
例
輔
各
種
試

験
闇
題
、
検
査
実
施
計
画
等
）
⑦
合
議
制
機
関
等
情
報
縫
実
施
機
関
の
縦
属

機
関
等
の
会
議
の
情
報
で
、
公
開
蓬
巷
恥
旨
を
定
め
て
鱒
る
欝
報
撚
例
獅
各

種
委
員
会
等
の
会
議
の
情
報
燈
非
公
開
と
定
め
て
騨
る
構
報
等
）
⑧
葎
慧
提

供
構
報
燵
公
開
し
な
隔
こ
と
を
条
件
に
提
供
さ
れ
捷
情
報
（
例
糊
葬
公
開
巻

条
件
に
提
出
さ
れ
驚
陳
情
書
、
要
望
書
等
糊
⑨
犯
罪
予
防
等
情
報
織
公
闘
議

る
と
公
共
の
安
全
と
秩
穣
の
維
持
に
支
障
が
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
情
報
薦
例
伽

鍵
の
保
管
場
駈
、
施
設
警
備
に
関
す
る
情
報
等
）

◆
開
示
驚
き
な
い
個
人
情
報

　
本
人
か
ら
講
求
の
あ
っ
た
個
人
情
報
は
、
原
則
開
示
懇
す
演
、
次
の
よ
う

な
情
報
は
開
示
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
開
示
で
き
な
い
構
報
②
個
人
の
評
価
、
診
断
．
判

定
、
選
考
、
指
導
、
相
談
等
礁
関
す
る
個
人
情
報
で
、
開
示
じ
な
墜
蓬
蓬
が

明
ら
か
に
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
③
開
示
す
る
ど
欝
の
業
務
の
遂

行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
（
例
”
開
示
す
る
と
特
建

の
個
人
に
不
当
な
利
益
を
与
え
る
場
合
等
）
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h十日町

　　　新潟県

10月9日岱

き
も
の
ソ
ー
ン
　
　
　
　
於
岡
ク
ロ
ス
ー
o

【
第
1
部
】
籔
と
き
“
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
　
穆
入
場
料
“
無
料

　
■
開
会
式
セ
レ
モ
ニ
ー
　
■
県
ミ
ス
・
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
新
作
き
も

　
の
発
表
会
　
■
わ
か
む
ら
さ
き
（
十
小
児
童
）
に
よ
る
発
表
会

　
■
繭
の
会
き
も
の
シ
ョ
ー

【
第
2
部
】
鯵
と
き
”
午
後
3
時
4
5
分
～
6
時
　
穆
入
場
料
”
3
千
円

　
■
ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ
ス
＆
坂
田
真
由
美
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
（
代
表

　
曲
．
．
「
コ
モ
エ
ス
タ
赤
坂
」
「
そ
れ
ぞ
れ
の
原
宿
」
「
別
れ
て
も
好
き

　
な
人
」
）

【
終
　
日
】
■
試
着
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
ロ
き
も
の
で
プ
リ
ク
ラ
撮

　
影
　
ロ
き
も
の
広
場
に
て
茶
席
　
■
新
作
十
日
町
き
も
の
展
示
会

　
ロ
池
坊
新
潟
中
越
支
部
十
日
町
華
展

に
ぎ
わ
い
ソ
ー
ン
　
　
於
昭
和
町
通
り

雛
と
き
“
午
後
1
時
～
7
時
3
0
分

　
■
各
商
店
街
振
興
組
合
に
よ
る
投
売
り
戸
板
セ
ー
ル
　
■
き
も
の
関

　
連
業
者
に
よ
る
和
装
好
き
好
き
セ
ー
ル
　
ロ
農
家
の
皆
さ
ん
に
よ
る

　
青
空
セ
ー
ル
　
■
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
■
染
色
体
験
広
場

　
■
昭
和
町
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
ゾ
ー
ン
　
ロ
軽
食
喫
茶
・
休
息
所

　
■
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
　
■
ミ
ス
撮
影
会
　
曜
1
店
舗
1
暖
簾

　
運
動
「
暖
簾
」
展
示
コ
ン
テ
ス
ト
　
ロ
大
抽
選
会

＝
且
謡
＝
0
畠
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
　
．

¶
3
臨
轟
一
欝

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
h
越
後
妻
有
9
9
．
会
場
”
鵡
綱
顎
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
入
場
”
無
料

椎名亜希子のマルチメディアセミナー慧0鼠

笏とき：午後1時30分～3時　笏講師プロフィール：ホームペ

ージのプロデューサーやテレビのパーソナリティとして活躍中。

．憶懇化セミナー　　　　　　　　熱罵

【第1部】とき：午後1時30分～3時

　演題：「最新情報通信事情～電話の後にめざすもの」

　講師：玉木千太郎氏

　　　　　　（NTT東日本新潟支店マルチメディア推進室長）

【第2部】とき：午後3時～4時30分

演題：「地域づくりと情報ネットワーク」

灘纏

響

　　　　　　　　藪　　　　　　　養

　　　　　　叢　　　　　§　　　議　　盟
欝

　　椎名亜希子さん　　　講師：小出治氏（東京大学都市工学科教授）

誕ン鍛熱縢騰騰．．　．　．．．憩麟纏
笏とき＝9日：午後1時30分～、午後6時～、10日：午前11時～、午後4時～

　ネット上の情報検索方法や面白ホームページを紹介します。個人またはグループでお申し込

みください。（各回定員12人・1時間）籔申込み＝情報館（費50－5100）へ。

．爆黙蘇麟撫熱叢難鑛、．li．．一灘．灘羅勲、藪

笏とき＝9日：午前10時30分～、午前11時30分～、午後5時30分～、午後6時30分～

　　　10日：午前10時30分～、午前11時30分～、午後4時30分～（各回上映30分）

　170インチの大画面に繰り広げられる美しい映像をお楽しみください。
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1
0
月
か
ら
の
要
介
護
認
定
の
た
め
の
申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
月
号
で
は
、
要
介
護
認
定
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　　　　度　　　　　し1

　　　　蕪　　繕　霧禦

難纒翁灘嫉鷹磁

　慧難盤

鐵

講醗

婆

請
一
鑛
・

申
藁
　
　
　
懲

査
　
　
　
定

調
　
講

閣
　
　
　
次

訪
　
　
　
一

5
護
43

介護認定審査会

二次判定

要
介
護
（
支
援
）
認
定

．灘

21

　
　
　
懇

　
　
　
嚢

　
　
騰

軸
　
　
　
　
　
　
縄

騰
．
　
　
立

鐵
嚢
［

　
　
　
劇

ケアプランの作成

導
　
畢

　　犠　馨
麟　瀬

蕪

施設サービス　達在宅サービス

　
上
の
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

申
請
を
す
る
と
要
介
護
度
が
決
ま
る

ま
で
に
、
調
査
や
判
定
な
ど
い
く
つ

か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

訪
問
調
査
と
介
護
認
定
審
査
会
に
つ

い
て
は
、
各
々
、
調
査
員
・
審
査
会

委
員
の
研
修
が
行
わ
れ
、
1
0
月
本
番

の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

訪
問
調
査

　
8
月
下
旬
か
ら
9
月
上
旬
に
保
健

所
主
催
の
訪
問
調
査
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
要
介

護
認
定
の
考
え
方
や
実
際
に
各
家
庭

を
訪
問
し
調
査
す
る
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
説
明
を
受

け
る
な
ど
、
本
番
で
す
ぐ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
主
催
の
研
修
会
も
9
月
2
0

日
㈲
に
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に

受
講
し
て
い
ま
し
た
。

介
護
認
定
審
査
会

　
「
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
介

護
認
定
審
査
会
」
は
6
市
町
村
共
同

で
設
置
し
ま
す
。
委
員
は
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
専
門
家
に
よ
る
8
7
人
（
予

一

鐵

認定審査会発足会議であいさつする上村会長

定
）
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
介
護
認
定
審
査
会
の
発
足
会

議
と
委
員
研
修
会
が
、
9
月
8
日
㈱

か
ら
市
内
3
会
場
で
開
か
れ
、
会
長

に
上
村
晃
一
氏
（
働
上
村
病
院
理
事

長
）
、
同
職
務
代
理
者
に
田
村
隆
二
氏

（
田
村
歯
科
医
院
長
）
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
保
健
所
主
催
の
研
修
会
で
は
、
要

介
護
認
定
の
考
え
方
、
認
定
調
査
、

審
査
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
担

当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
次
に
一
次

判
定
結
果
・
医
師
の
意
見
書
・
認
定

調
査
票
の
特
記
事
項
を
使
っ
た
事
例

に
よ
る
模
擬
審
査
会
が
開
か
れ
、
本

番
同
様
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
1
回
の
認
定
審
査
会
は
1
0
月
2
0
日

㈱
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

事例を使った模擬審査会

介護サービス紹介コーナー◎

老人保健施設「きたはら」

　きたはらは老人医療受給者証をお持ち

の人や、アルツハイマー病などの痴呆の

人から施設を利用していただけます。

①ショートステイ

　ご家族の介護疲れや旅行、冠婚葬祭な

どで一時的に自宅での介護が困難なとき

に、鈎日間を限度に施設を利周できます．

②デイケア

　祝祭日を除く月曜日から土曜日に施設

へ通い（送迎もあり）、日中入浴・昼食・

レクリエーションなどのサービスを利用

できます。なお、家族での送迎が可能で、

心身の状態によっては朝・夕の時閥を延

長して利用することもできます。ぜひ一

度ご相談ください。　（小池相談指導員）

　■所在地1北原　■電話：52－7040
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12年4月1日採用

事務局職員
　　1人

高校以上の卒業者。パソコ
ン操作および医療報酬請求
事務経験者を優先採用

十日町市社会福祉協議会給与規定によ
る。（参考：高卒初任給137，300円）

平成園・羽根川荘

施　　設　　長

　　2人

高校以上の卒業者。採用日
現在満57～62歳までの人。

福祉関係経験者を優先採用

原則1年任用。勤務成績により64歳ま
で更新可能。（年収＝約250万円）

ホームヘルパー

　時給4人
ホームヘルパー3級以上の
研修修了者

原則1年任用。勤務成績により60歳ま
で更新可能。時間給（月平均約7万円）

看護婦（士）
①日給1人
②時給1人

看護婦（士）または准看護
婦（±）の有資格者

原則1年任用。勤務成績により60歳ま
で更新可能。（①日額給料8，100円②時
間給1，410円）

運転手兼用務員

　　1人

採用日現在満57～62歳まで
の人。大型免許を有する運
転経験者を優先採用

原則1年任用。勤務成績により64歳ま
で更新可能。（日額給料6，600円）

十日町市社会福祉

　　　　協議会
◆選考＝書類審査・面接。（11月中旬）

◆申込み二10月1日働～29日働までに十

日町市社会福祉協議会事務局（〒948－00

85西寺町盈50－5010）に申込書類を提出。

（郵送の場合当日消印有効）

※申込書類は協議会事務局にあります。

雛灘／き灘欝難畿灘…灘

なごみの家
施　設　長

　　1人

採用日現在満57～62歳までの

人で、社会福祉に5年以上の
従事経験があるか、これと同

等以上の能力を有し、施設を

管理運営する能力を持つ人。

右の採用条件を満たす人

あかね会諸規定による。（年
収＝約300万円）

》採用条件＝広域市町村圏内

に住み、通勤可能な人。普通

自動車免許所を有する人

あかね会
◆選考＝書類審査・面接。日程は直接本

人に通知します。

◆申込み＝10月1日㈹～29日樹までに社

会福祉法人あかね会事務局（〒948－0122

川西町上野甲2896－2智68－4013）に申込

書類を提出。（郵送の場合当日消印有効）

※申込書類はあかね会事務局にあります。

講麟灘騰欝懸韓穰謙

妻有荘園長
（センター長兼務〉

　　1人

採用日現在満57～62歳までの

人で、社会福祉主事任用資格

があるか、社会福祉に2年以
上の従事経験がある人、また
はこれと同等以上の能力を有
し右の採用条件を満たす人

妻有福祉会諸規定による。（年

収二約300万円）

》採用条件二十日町市に住
み、原則として普通自動車免
許を有する人

エンゼル妻有

作業指導員
　　1人

作業療法士の国家資格を有す

る者（来春資格取得見込者を
含む）

妻有福祉会諸規定による。（参

考＝学卒初任給151，800円程度）

1〉採用条件＝広域市町村圏内

に住み、通勤可能な人。普通
自動車免許を有する人

妻有福祉会
◆選考二書類審査と面接。日程は直接本

人に通知します。

◆申込み＝10月1日樹～29日働までに養

護老人ホーム妻有荘（〒949－8525新宮乙

195－3盈58－2050）に申込書類を提出。（郵

送の場合当日消印有効）

※申込書類は妻有荘にあります。

福
祉
保
健
医
療
有
資
格
者

登
録
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　
十
日
町
市
で
は
福
祉
・
保
健
・
医
療
に
係

わ
る
有
資
格
者
の
う
ち
未
就
業
在
宅
者
を
登

録
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
や
研
修
会
の

開
催
に
よ
っ
て
人
材
活
用
や
資
質
向
上
を
目

指
す
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

◆
登
録
資
格
H
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
保
育
士
、
保
健
婦
（
士
）
、

　
看
護
婦
（
士
）
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
、

　
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等

◆
対
象
者
H
市
内
・
中
魚
沼
郡
内
に
居
住
し
、

　
福
祉
施
設
、
医
療
機
関
に
勤
務
し
て
い
な

　
い
未
就
業
の
人

◆
内
容
”
①
登
録
者
の
相
談
に
の
り
ま
す
。

　
②
登
録
名
簿
を
福
祉
施
設
・
医
療
機
関
等

　
に
情
報
提
供
し
ま
す
。
③
登
録
者
に
研
修

　
会
開
催
な
ど
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

※
就
業
の
あ
っ
せ
ん
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
登
録
方
法
”
登
録
や
訂
正
・
変
更
は
す
べ

　
て
本
人
の
申
し
出
で
行
い
ま
す
。

◆
受
付
窓
ロ
・
問
合
せ
H
十
日
町
市
社
会
福

　
祉
協
議
会
事
務
局
（
盈
5
0
－
5
0
1
0
）

　
へ
。

三
好
園
増
床
棟
］
般
公
開

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
で
は
1
0
月

1
日
働
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
増
床
分
（
入

所
棟
3
0
床
、
短
期
入
所
施
設
1
0
床
）
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
一
般
公
開
し
ま
す
。

■
日
時
H
9
月
2
9
日
㈱

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

■
そ
の
他
¶
事
前
申
込
不
要

■
問
合
せ
H
三
好
園

　
（
下
条
中
央
通
り
智
5
6
1
2
1
0
6
）
へ
。
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年

壌糞糊

里創
　ゆ

フフン

情
報
館
南
に
「
光
の
広
場
」

難灘騨灘灘騨

　　『　■　　　　1F　　－■■

　　羅萎蹴・』、F纏
灘
． 『・』，螺、．、・撚

※員

囲

広
域
6
市
町
村
の
連
携
を
ブ
ナ
を
墓
調
に
表
現

　
十
日
町
広
域
6
市
町
村
で
は
里
創

プ
ラ
ン
「
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
整
備
構
想
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

十
日
町
サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
「
光
の
広
場
」

は
、
情
報
館
南
側
の
ー
、
4
5
0
㎡

に
お
い
て
約
6
千
万
円
の
事
業
費
で

整
備
を
す
る
も
の
で
す
。
1
0
月
－
日

の
情
報
館
開
館
に
合
わ
せ
て
制
作
を

進
め
て
い
た
作
品
「
光
の
島
」
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
市
で
は
初

の
作
品
展
開
・
設
置
と
な
り
ま
し
た
。

　
6
市
町
村
を
表
し
た
6
つ
の
舗
石

で
で
き
た
島
を
配
置
し
、
そ
こ
に
は

ブ
ナ
を
表
現
し
た
2
5
本
の
フ
ァ
イ
バ

ー
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
夕

暮
れ
に
は
発
光
し
た
フ
ァ
イ
バ
ー
グ

ラ
ス
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
、
冬
は

フ
ァ
イ
バ
ー
の
チ
ュ
ー
ブ
が
雪
の
下

に
埋
ま
り
、
灯
り
だ
け
が
白
い
雪
面

に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
6
つ

の
島
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ン
チ
が
置
か

れ
、
作
品
に
気
軽
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
設
計
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ジ
ョ

デ
ィ
・
ピ
ン
ト
さ
ん
。
ア
メ
リ
カ
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
ト
の
分
野

に
お
い
て
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
公
共
建
築

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
制
作
し
た
フ
ァ
イ
バ

ー
グ
ラ
ス
の
設
置
指
導
に
9
月
1
日

㈱
か
ら
5
日
㈲
ま
で
来
市
し
た
ピ
ン

ト
さ
ん
は
「
昨
年
訪
れ
た
と
き
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
響

光
の
島
に
立
つ
ピ
ン
ト
さ
ん

．
鰭
蓋

　　　　　　　　爆，
明るさをチェックしファイバー
グラスを設置する夜間作業

然
に
育
つ
ブ
ナ
の
木
に
大
き
な
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
ブ

ナ
を
基
調
に
広
域
6
市
町
村
の
連
携

や
地
域
の
暮
ら
し
と
情
報
館
を
つ
な

げ
る
こ
と
を
表
現
し
ま
し
た
。

　
抽
象
的
な
作
品
で
こ
れ
が
何
で
あ

る
か
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
来
て
、
観
て
、
触

れ
る
こ
と
で
作
品
に
命
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
観
る
人
に
よ
っ
て
い
か
よ
う

に
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
で

す
。
形
や
光
を
感
じ
て
欲
し
い
」
と

話
し
、
作
品
の
仕
上
が
り
に
満
足
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
光
の
広
場
は
、
来
年
の
「
大

地
の
芸
術
祭
」
へ
の
対
応
だ
け
で
は

な
く
、
広
域
連
携
を
象
徴
し
た
作
品

に
よ
っ
て
、
情
報
受
発
信
の
拠
点
と

な
る
情
報
館
の
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

柳京子・さんが労働大臣賞

県勤労者美術展書道の部で

労働大臣賞受賞作「杜甫詩」

柳京子さん
　（本町7）

　
第
4
9
回
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
中

央
展
で
柳
京
子
さ
ん
（
雅
号
H
松
月
）

が
書
道
の
部
で
最
高
賞
の
労
働
大
臣

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
県
展
と
並
ぶ
も
の

で
各
地
区
の
入
選
以
上
の
作
品
を
集

め
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
柳
さ

ん
は
、
中
越
展
で
3
年
連
続
の
最
高

賞
を
受
賞
し
、
中
越
展
で
は
無
鑑
査

に
な
り
ま
し
た
。
春
の
県
展
で
も
奨

励
賞
を
受
賞
。
市
展
で
は
3
年
連
続

の
市
展
賞
で
今
年
か
ら
無
鑑
査
と
な

り
、
今
ま
さ
に
伸
び
盛
り
の
書
人
で
、

こ
の
地
域
の
書
道
界
に
大
き
な
刺
激

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
作
品
「
杜
甫
詩
」
は
横
額

の
隷
書
作
品
で
「
線
が
伸
び
や
か
で

墨
量
の
変
化
が
素
晴
ら
し
く
、
よ
く

調
和
し
た
美
し
い
作
品
」
と
審
査
評

を
受
け
て
い
ま
す
。
柳
さ
ん
は
「
横

に
書
き
な
が
ら
縦
の
流
れ
も
だ
し
、

一
貫
性
を
出
す
こ
と
に
苦
労
し
ま
し

た
。
4
年
前
か
ら
本
格
的
に
書
道
を

始
め
、
古
典
か
ら
勉
強
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
素
朴
な
飾
り
気
の
な
い

石
門
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
創
作
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
隷
書
主
体
に
励
み
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

8



西野弘幸選手が準優勝
　北信越空手道大会

空手道

十日町個人・団体優勝
県スポーツ少年団空手道大会

　8月22日（日）、富山県上市町体育館で第23回

北信越空手道選手権大会兼第55回国民体育大

会リハーサル大会が開かれました。北信越5

県から9種目に144人が参加し、県代表で成年

男子形に出場した西野弘幸選手（田川町3〉

が準優勝に輝きました。残念ながら全日本選

手権大会への出場はなりませんでした。西野

選手は「自分が現役でいるから子どもたちに

指導ができる。いつまでも現役にこだわり続

けたい」と話していました。

詫

西野弘幸選手

　8月29日（日）、五泉市総合体育館で働県体育協

会、県スポーツ少年団主催の第19回県スポーツ

少年団総合体育大会第23回空手道大会が開かれ

ました。県内から小中学生760人が参加し、十日

町勢は小学生団体で十日町市空手道協会が3連

覇を達成。小学生個人では高学年男子形で優勝

し4位までを独占、圧倒的な強さを見せました。

　成績は次の通りです。

〉低学年男子形＝④児玉和樹（吉田2年）

〉高学年男子形二①南雲豊（水沢6年）②柳雅

樹（十日町6年）③涌井将樹（鐙島6年）④

　丸山英俊（吉田5年）

〉高学年女子形二②雲野保美（西6年）

〉小学校男子形二①（柳雅樹、南雲豊、雲野保

　美、川崎将幸、惣山昭紀）

柔道

十
日
町
準
優
勝
・
3
位

県
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

　
8
月
2
9
日
㈲
、
長
岡

市
市
民
体
育
館
で
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の

第
1
9
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
総
合
体
育
大
会
第

31

回
柔
道
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
十
日
町
か

ら
は
中
越
地
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
団
体
2
チ

ー
ム
と
個
人
1
人
が
出

場
し
ま
し
た
。
大
健
闘

の
結
果
、

を
お
さ
め
ま
し
た
。

出
場
者
全
員
が
3
位
以
内
に
入
賞
と
い
う
好
成
績

　
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
小
学
生
女
子
チ
ー
ム
”
②
（
金
井
佐
友
里
、
高
野
敦
美
、

飯
塚
夏
美
）
▽
小
学
生
4
年
以
下
チ
ー
ム
H
③
（
富
井
篤
、

金
沢
俊
也
、
根
津
瑠
子
、
福
原
さ
く
ら
、
阿
部
大
助
）

▽
個
人
小
学
生
5
・
6
年
女
子
目
③
吉
田
悠
理
子

公
認
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に

　
　
　
　
　
力
強
い
エ
ー
ル

松
木
安
太
郎
氏
講
演
会

　
9
月
㎎
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
を
埋
め
た
4
0
0
人
の
市
民
を

前
に
、
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
松
木
安
太
郎
氏
が
「
私
に
と
っ
て
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
」
と
題
し
、
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
や
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
松
木
氏
は
サ
ッ
カ
ー
の
魅
力
を
小
学
生
当
時
か
ら
の

サ
ッ
カ
ー
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
「
サ
ッ
カ
ー
の
上
達
に
は
先
天

的
な
素
質
よ
り
も
後
天
的
な
努
力
と
工
夫
が
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、

努
力
と
工
夫
次
第
で
上
達
で
き
る
こ
と
が
、
世
界
の
9
割
の
国
で
親
し

ま
れ
る
種
目
に
な
っ
て
い
る
理
由
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
3
回
コ
ー
チ
や
解
説
者
と
し
て
大
会
現
場
に
立
ち
会
っ

た
経
験
か
ら
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
国
家
を
も
動
か
す
力
を
持
つ
」
こ

と
を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
キ
ャ
ン
プ
地
に
は
代
表
チ
ー
ム
や

マ
ス
コ
、
、
＼
観
光
客
の
及
ぽ
す
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
、
2
4
時
間
世
界

に
情
報
が
発
信
さ
れ
続
け
る
こ
と
か
ら
、
受
け
入
れ
る
側
も
勉
強
を
し

て
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
積
極
的
に
P
R
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
松
木
氏
は
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
必
要
な
も
の
と
し
て
、
第
1

に
「
交
通
ア
ク
セ
ス
」
第
2
に
「
2
4
時
間
体
制
で
の
来
訪
者
・
マ
ス
コ

、
、
＼
の
受
入
」
第
3
に
「
ホ
テ
ル
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
安
全
性
確
保
」
第

4
に
「
選
手
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
施
設
整
備
」
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
側
が
習
慣
の
違
い
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
き
め

細
か
な
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
ま
で
千
日
を
切
り
、
1
0
月
4
日
㈲

に
は
実
行
委
員
会
も
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
多
く
の
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
誘
致
活
動
の
機
運
も
益
々
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。
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　　　　　　「夏の思い出」

　いつまでも、心に残る夏の思い出。暑い夏は

過ぎたけれど、真っ黒に日焼けした子どもたち

の心には鮮やかな思い出が残っています。そん

な子どもたちの声をお届けします。

空
手
の
大
会
で

　
　
　
　
優
勝
し
た
よ

灘
声

，
難
・
の

灘
鱗

、
壁

・
．
．
撰

まちの

柳　雅樹くんよ
（十日町小学校6年）

　この夏、県スポーツ少年大会の

空手に出場して、団体形3年連続

優勝、個人形準優勝になりました。

練習は大変だけど、一生けんめい

努力してもっと強くなりたいです。

で
き
た
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃
の
し
成
丸

み
ん
な
の
マ
ス
コ
ツ
ト
帥
誰
ま
完
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・
り
・
た

D帽職　内曜

　　　　　　　ま　りや
小林由紀恵さん古澤麻利弥さん金沢智実さん

　　　　（水沢小学校4年）

　　　　　自由研究で、クラス全員

　　　　のマスコットを作りました

　　　　手も借りず1か月近くかか

　　　　た。すごく大変だったけど

　　　　　した時は最高にうれしかっ1

　　　　　「私の健康づくり」

　1ヨ本一の健康都市づくりをめざす十Eヨ町市

は、9月25日仁D26El（日）に恒例の健康づくりフェ

ア・市民福祉まつりを行います。E］ごろから健

康づくりを心掛ける皆さんに、それぞれの取り

組みや秘訣をお聞きします。

山
手
村
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流

◆投稿される方へ　はがきや釆庁などい

ずれの万法でも構いません。なお紙上

匿名は構いませんが、お名前、住所、

電話番号だけは明記してください。

◆送付先　10目10日（日）までに企画人事課

広報広聴係（〒948－8501十日町市千歳

町3－3　費57－3111内線213・214）

爆騰轟奇流
　6年生全員で岡山県山手村へ行

き、子どもたちとの交流会を楽し

みました。友だちもでき、桃狩り

をしたり、遊園地で遊んだり楽し

い夏の思い出ができました。

が
ん
ば
っ
た

水
泳
と
ラ
ジ
オ
体
操馨、騒猛操

　下級生を指導できるように水泳

とラジオ体操をがんばりました。

プールでも上級生が礼儀正しくあ

いさつをすれば下級生もまねをし

てくれるのがうれしかったです。

⑫　　いちばんいいて

川崎市中原区今井西町121（田川町出身・68歳）村山貞雄さん

　
白
組
の
「
小
さ
な
旅
」
は
平
成
元
年
、
六
甲

会
の
還
暦
旅
行
が
終
わ
り
「
グ
ル
ー
プ
白
」
の

集
い
で
、
余
生
を
自
然
と
楽
し
く
過
ご
そ
う
と

の
趣
旨
で
始
ま
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
合
間
を
縫
っ
て
7

回
目
の
「
小
さ
な
旅
」
を
法
師
温
泉
で
開
き
ま

し
た
。
故
郷
で
は
こ
の
時
期
、
原
の
呑
竜
様
を

始
め
十
二
様
、
愛
宕
様
、
各
町
内
の
お
祭
り
が

あ
り
ま
し
た
。
特
に
四
日
町
の
観
音
様
で
は
十

七
夜
の
馬
っ
と
ば
せ
と
称
し
て
近
郷
近
在
か
ら

農
耕
馬
が
集
ま
り
草
競
馬
が
開
か
れ
ま
し
た
。

父
親
に
手
を
引
か
れ
、
狭
い
境
内
の
馬
場
の
迫

力
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
こ
の
小
さ
な
旅
を
東
京
地
区
で
開
き

ま
し
た
。
こ
の
地
に
半
世
紀
も
住
み
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ふ

い
ま
だ
に
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
土
地
と
畏
怖

し
て
い
ま
す
。
浅
草
寺
に
始
ま
り
江
戸
東
京
博

物
館
、
隅
田
川
下
り
と
夜
の
宴
会
、
翌
日
は
都

美
術
館
、
六
義
園
、
古
河
庭
園
、
最
後
に
と
げ

ぬ
き
地
蔵
と
一
応
年
齢
相
応
の
旅
で
し
た
。
6
5

歳
以
上
の
た
め
入
館
料
、
入
園
料
が
全
部
無
料

で
し
た
。
う
れ
し
い
よ
う
な
、
張
り
合
い
が
な

い
よ
う
な
複
雑
な
気
分
で
し
た
。

　
来
年
は
ど
こ
で
天
神
ば
や
し
を
唱
和
し
、
盆

踊
り
が
で
き
る
か
の
か
。
な
じ
ょ
だ
の
十
日
町

会
共
々
楽
し
く
応
援
し
て
い
き
ま
す
。
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キ
ャ
ン
プ
で
み
ん
な
と

友
だ
ち
に
な
れ
た
よ

　　　　あき　みつ　　　　　　　，』・，Cト

関口昭光くんよと
　（西小学校6年）

　アドベンチャースクールに参加

して、大自然の中で、魚のつかみ

取りや雪遊びをしました。みんな

で作ったカレーライスも大成功。

たくさんの友だちができました。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
で

　
　
　
　
　
　
燃
え
た
夏

容，禁、毒晶飴夏

　十日町ミニバスケットクラブの

合宿が一番の思い出です。練習試

合で1勝でき、チームもまとまって

きたようです。私もキャプテンと

しての自覚を持っていきたいです。

楽
し
か
っ
た
キ
ャ
ン
プ簡轟離，んラ

　地区子ども会で五十沢キャンプ

場へ行きました。子どもたちでの

テント張りや食事の準備。近くの

川で泳いだり、夜は花火と楽しい

キャンプになりました。

今
年
は
「
泳
ぎ
の
夏
」渡辺籔蓑くん　塁

　（吉田小学校6年）

　夏休みには平泳ぎの練習をしま

した。友だちが遊んでいる時の練

習では先生が付き合ってくれたこ

とと、休みの終りごろには泳げた

ことがすごくうれしかったです。

賓
蒼・

劣h

41

4⑭

㌧
一

，
鳩
，
’

〒………r校卒業後会社に入り6年目になります。

同会社は半導体を製造していますが、私は

入社以来製品検査を担当しています。顕微鏡

で集積回路をチェックする細かくて神経をつ

かう仕事です。日勤と夜勤の交替で最初は苦

労しましたが、今では大丈夫になりました。

体調が悪いと仕事に影響が出るため前日には

飲まないよう気を使っています。友だちと比

較して年収や休みなどでは満足しています。

趣
　　味はサッカーで、いまはサッカーにはま

　　っています。高校のサッカークラブO　B

で十日町サッカー協会に入っています。休み

で練習のあるときは夜昼を問わずほとんど参

加しています。現在は2002年のW杯キャンプ

地の誘致運動に精一杯頑張っています。世界

のどこの代表でもいいので十日町に来てほし

いと心から願っています。

曲は、サッカーW杯の代表チームが十日町
ワに来ることと自分の家をつくることです。

※仕事も趣味も精一杯の久保田さんの紹介で　次回は

　村山純子さんにバトンタッチ。

　　　　　が　　　　　ひぜ　　　　ひデ　　　ぴへ

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

つ鵬
東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

酔
銀
座
サ
マ
リ
ヤ
ビ
ル
5
階

引
費
0
3
－
3
5
4
6
、
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

芸
術
の
秋
、

十
日
町
よ
り
三
作
品

　
　
　
　
　
二
科
展
に
展
示

　
秋
と
は
い
え
、
東
京
で
は
厳
し

い
残
暑
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
郷

里
か
ら
二
通
ご
案
内
状
を
い
た
だ

き
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　
9
月
1
0
日
樹
は
、
十
日
町
の
N

さ
ん
を
ご
案
内
か
た
が
た
、
村
山

雨
景
さ
ん
（
稲
荷
町
出
身
、
長
岡

市
在
住
）
の
ネ
ス
パ
ス
で
の
個
展

「
雨
景
・
染
絵
の
世
界
」
を
堪
能

で
き
ま
し
た
。

　
9
月
H
日
q
ゆ
に
は
、
上
野
の
森

美
術
館
に
初
め
て
二
科
展
を
観
に

い
き
ま
し
た
。
十
日
町
か
ら
藤
巻

秀
正
さ
ん
の
彫
刻
「
雫
」
、
桜
沢
正

司
さ
ん
の
写
真
「
波
動
」
及
び
藤

田
美
智
子
さ
ん
の
絵
画
「
人
形
の

部
屋
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
十
日
町
会
の
関
係
で
は
、

8
月
2
4
日
㈹
に
「
東
京
十
日
町
会

実
業
ク
ラ
ブ
」
の
発
会
式
が
本
田

市
長
を
来
賓
に
迎
え
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
実
業
ク
ラ
ブ

は
、
十
日
町
近
隣
出
身
の
首
都
圏

で
会
社
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
、
お
互
い
の
親
睦
、
企
業

活
動
そ
し
て
郷
里
へ
の
貢
献
を
目

的
に
結
成
さ
れ
た
会
で
す
。
現
在

会
員
は
2
5
名
で
す
が
、
今
後
、
会

員
が
増
え
て
い
く
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
発
会
式
に
は
、
2
2
名
の
会
員
が

出
席
し
、
会
長
に
は
涌
井
巽
東
京

十
日
町
会
会
長
、
副
会
長
に
は
阿

部
徳
次
㈱
ミ
ー
ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン

社
長
、
事
務
局
長
に
春
日
寛
東
京

十
日
町
会
事
務
局
長
（
春
日
法
律

事
務
所
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
業
ク
ラ
ブ
と
東
京
十
日
町

会
ぺ
ん
く
ら
ぶ
か
ら
、
9
月
に
開

校
さ
れ
る
公
民
館
の
市
民
大
学
講

座
に
講
師
と
し
て
、
ぺ
ん
く
ら
ぶ

会
長
の
滝
沢
政
治
さ
ん
と
弁
護
士

の
儀
同
保
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
1
0
月
31
日
㈲
の
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
で
の
大
好
き
十
日
町
会
主
催

「
十
日
町
交
流
会
議
」
に
は
、
コ

ー
デ
ネ
イ
ー
タ
ー
と
し
て
春
日
寛

さ
ん
が
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
宮
本

警
報
機
㈱
社
長
の
宮
本
富
雄
さ
ん

と
テ
レ
ビ
東
京
常
務
の
田
村
哲
夫

さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
す
。

　
十
日
町
の
皆
さ
ん
、
大
勢
．
こ
参

加
く
だ
さ
い
。
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［1 雌1

勲
l

F
鰭

F
ヒ
ト

相談コーナー

①定例行政相談　　10月8日働

②交通事故相談　　10月18日（月〉

③高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

④法律・人権・行政合同相談

1・月21畷犠鑑
　人権擁護委員・行政相談委員

　午前10時～午後3時

　会場：公民館本館

　問合せ：市民生活課へ。予約不要。

尉ノホシリービス
雷十日町市観光情報

　　　　　　　57・0500
雷くらじのダイヤル

　　025－285鱒7000
躍4蝿0／建　損讐保険の種類と

　　　　　　　　　　選び方

卿12磁O鵡消費生活相談事例
　　　　一資格商法鷹ついて～

玉＠海8構鰍籔動き出じた

　　　　　　金融ビッグバン

躍2§磁撫投資信託愚は

か
け
ま
せ
ん
か

㎜
麗

21

世
紀
に
歩
あ
イ
ン
ド
超
古
典
の
声
楽

音
楽
宇
宙
の
旅

　
6
百
年
の
歴
史
を
誇
り
、
イ
ン
ド
声
楽

の
べ
ー
ス
を
築
い
た
ド
ゥ
ル
パ
ダ
と
呼
ば

れ
る
声
楽
の
継
承
者
ワ
シ
フ
デ
ィ
ン
。
彼

が
率
い
る
ダ
ー
ガ
ル
・
ヴ
ァ
ー
二
1
の
公

演
を
行
い
ま
す
。
雛
日
時
H
1
0
月
1
日
働

午
後
7
時
～
（
6
時
3
0
分
開
場
）
魏
場
所
日

智
泉
寺
（
昭
和
町
3
）
籔
入
場
券
H
前
売

2
、
5
0
0
円
（
当
日
3
千
円
）
繕
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ス
ー
0
、
ほ
ん
や
ら
洞
ほ

か
撒
問
合
せ
U
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美
術
館
（
費

52
f
2
3
9
6
）
へ
。

時
猛
場
所
“
市
民
体
育
館
饗
申
込
み
・
問

合
せ
H
公
民
館
本
館
（
費
5
7
－
5
0
1
1
）

へ
。
※
1
2
日
は
和
田
敬
子
先
生
を
迎
え
ま

す
。
2
6
日
は
バ
ス
で
六
日
町
上
ノ
原
へ
自

然
体
験
を
行
い
ま
す
。

2
0
0
V
体
験
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
初
参
加
大
歓
迎
！
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
を
用
い
た
「
お
手
軽
洋
風
料
理
」
栗
の

タ
ル
ト
、
簡
単
ト
マ
ト
ラ
イ
ス
ほ
か
を
作

り
ま
す
。
猛
日
時
ロ
ー
0
月
1
2
日
㈹
午
前
1
0

時
3
0
分
～
午
後
1
時
繊
場
所
”
東
北
電
力

㈱
十
日
町
営
業
所
灘
参
加
費
”
5
百
円
灘

定
員
H
1
8
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

雛
申
込
み
”
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
智
52
i
3
1
0
7
）
へ
。

10

月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド
　
鵬
懸

　親と

子
（
3
歳
未
満
児
）
の
触
れ
合
い

の
場
を
提
供
し
ま
す
。
雛
日
時
H
1
0
月
5

日
㈹
・
1
2
日
㈹
・
2
6
日
㈹
午
前
1
0
時
～
1
1

加
し
ま
せ
ん
か

救
急
講
習
会

事
故
や
災
害
の
現
場
で
は
、
と
っ
さ
の

処
置
が
命
を
救
い
ま
す
。
講
習
会
で
正
し

い
技
術
と
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

猛
日
時
”
1
0
月
1
7
日
㈲
午
後
2
時
～
5
時

30
分
縮
場
所
H
十
日
町
地
域
消
防
本
部
3

階
饗
講
習
内
容
“
心
肺
蘇
生
法
、
大
出
血

時
の
止
血
法
繕
定
員
U
先
着
2
0
人
繕
申
込

み
・
間
合
せ
H
1
0
月
1
1
日
㈲
ま
で
に
十
日

町
地
域
消
防
本
部
救
急
係
（
智
5
7
1
0
1

1
9
）
へ
。
縫
そ
の
他
H
体
操
着
な
ど
活

動
的
な
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

　
快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
た
め
の
、

日
常
的
な
点
検
や
保
守
管
理
の
基
礎
知
識

を
お
教
え
し
ま
す
。
無
料
点
検
や
車
相
談

も
実
施
鐵
日
時
h
1
0
月
2
日
㈹
午
後
1
時

30
分
～
4
時
雛
場
所
H
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
繕
定
員
H
5
0
人
雛
参
加
費
日

無
料
雛
申
込
み
・
問
合
せ
H
十
日
町
車
検

セ
ン
タ
ー
（
盈
5
7
1
5
8
2
1
）
へ
。

女
性
政
策
学
習
実
践
講
座

　
男
女
が
共
に
歩
む
社
会
づ
く
り
を
い
っ

し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
雛
日
時
H

蕪
轡

灘
　
　
鷺

灘
　
　
繍
，
雛

顯
鑛
　
灘

蝋
・
懸

　
　
醸
麟
，

ゴ
ー
コ
ー

信
く
ほ
く
線
⑳

「
電
車
で
G
O
」
で

　
ほ
く
ほ
く
線
の
体
感
を

　
　
　
　
北
越
急
行
㈱
営
業
開
発
室

　
「
電
車
で
G
O
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
登
場
し
て
数
年
経
ち
ま
す
が
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
現

在
も
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
は
運
転
士
の
気
分
に
な
っ
て
電
車
を
運
転
し
、
目
的
の
駅
に
定

刻
ど
お
り
に
電
車
を
運
行
す
る
と
い
う
も
の
で
、
内
容
そ
の
も
の
は
単
純

で
す
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
意
外
に
難
し
く
結
構
は
ま
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
ゲ
ー
ム
に
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
登
場
し
て
い
る
の
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
ゲ
ー
ム
の
第
二
弾
と
し
て
「
電
車
で
G
O
2
」
が
登
場
し
、
そ
の
中
に

「
ほ
く
ほ
く
線
」
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
り
、
直
江
津
発
の
普
通
列
車
と
特

急
列
車
の
運
転
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
画
面
に
表
示
さ
れ
る
景

色
は
、
実
際
に
電
車
の
運
転
席
か
ら
撮
影
し
た
画
像
を
取
り
込
ん
で
い
る

の
で
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
し
、
沿
線
の
景
色
を
違
っ
た
角
度
か
ら
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
春
に
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
版
が
発
売
さ
れ
、
ご
家
庭
で
も
「
ほ
く

ほ
く
線
」
の
運
転
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
越
急
行
㈱
で
も
こ
の
ゲ
ー
ム
機
（
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
）
を
利
用
し
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
実
際
に
皆
さ
ん
か
ら
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
1
0
月
は
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
沢
山
で
す
。
1
0
月
9
日
㈹
・
1
0
日
㈲
は
十
日
町
情
報
館
の
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
、
「
電
車
で
G
O
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
す
。
ま
た
、
1
0
月
1
4
日
は
「
鉄
道
の
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
9
日
㈹

か
ら
2
0
日
㈱
ま
で
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
装
着
列
車
の
運
行
や
信
号
機
・
架
線
等

の
展
示
、
写
真
展
等
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
n
日
㈲
限
り
で
す
が
十
日

町
駅
コ
ン
コ
ー
ス
に
て
「
電
車
で
G
O
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
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11
月
1
4
日
㈲
、
2
8
日
㈲
、
1
2
月
5
日
㈲
、

12
日
㈲
の
各
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

獺
場
所
”
公
民
館
本
館
獲
参
加
費
H
千
円

（
4
回
分
）
磁
申
込
み
日
往
復
は
が
き
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
①
「
女
性
政
策
学
習

実
践
講
座
中
越
会
場
希
望
」
②
氏
名
③
郵

便
番
号
・
住
所
④
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
を
明
記
の
う
え
新
潟
県
女
性
財
団
（
〒

9
5
0
1
0
9
9
4
新
潟
市
上
所
2
－
2

1
2
智
0
2
5
1
2
8
5
1
6
6
1
0
F

A
X
O
2
5
1
2
8
5
－
6
6
3
0
）
へ
。

雛
保
育
室
H
先
着
順
、
子
ど
も
1
人
毎
回

2
0
0
円
、
希
望
者
は
申
込
時
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

雛
日
時
H
1
0
月
5
日
㈹
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
2
時
3
0
分
雛
場
所
”
マ
ウ
ン
テ
ン
パ

ー
ク
津
南
籔
参
加
費
H
無
料
繊
集
合
け
午

前
8
時
2
0
分
ま
で
に
市
役
所
前
集
合
雛
申

込
み
H
9
月
3
0
日
㈱
ま
で
に
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
へ
。
※
き
の
こ
汁
付
き
。

か
げ
え
の
ゆ
う
べ

　
読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り
で
は
、
情

報
館
開
館
に
合
わ
せ
、
か
げ
え
（
人
魚
姫
）

の
上
演
と
か
げ
え
あ
そ
び
を
行
い
ま
す
。

獺
日
時
H
1
0
月
2
日
㈲
午
後
7
時
～
8
時

繊
場
所
日
十
日
町
情
報
館
（
西
本
町
2
）

纏
入
場
料
H
無
料
雛
間
合
せ
H
十
日
町
情

報
館
（
盈
5
0
－
5
1
0
0
）
へ
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

②
物
件
”
①
黒
沢
市
営
住
宅
1
戸
②
黒
沢

県
営
住
宅
1
戸
⑫
間
取
り
”
①
5
畳
×

1
、
3
畳
×
1
、
D
K
②
6
畳
×
1
、
3

畳
×
1
、
D
K
⑫
家
賃
”
①
8
、
5
0
0
円

～
1
7
、
4
0
0
円
②
9
、
4
0
0
円
～
1

7
、
9
0
0
円
⑫
申
込
み
”
1
0
月
1
2
日
㈹

ま
で
に
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
※
収
入

限
度
額
等
の
申
込
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
　
来
年
4
月
か
ら
6
歳
半
未
満
の
幼

児
に
車
内
で
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
㈲
十
日

町
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
ご
家
庭
で

不
要
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
i
ト
を
無

償
で
ゆ
ず
り
受
け
、
必
要
な
人
に
貸
し
出

す
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で

眠
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
十

日
町
地
区
交
通
安
全
協
会
（
寿
町
1
十
日

町
交
通
セ
ン
タ
ー
内
智
57
1
6
0
5
5
）

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◆
外
国
人
登
録
切
替
期
問
が
変
わ
り
ま
す

　
外
国
人
登
録
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な

い
登
録
の
切
替
手
続
（
確
認
申
請
）
時
期

が
変
更
に
な
り
ま
す
。
⑫
対
象
者
”
今
年

8
月
1
8
日
か
ら
来
年
4
月
ま
で
の
間
に
1
6

歳
に
な
る
外
国
人
⑫
変
更
内
容
髄
こ
れ
ま

で
1
6
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
時
点
で
行
っ

て
い
た
切
替
手
続
き
を
、
改
正
法
の
施
行

さ
れ
る
来
年
4
月
（
予
定
）
か
ら
30
日
以

内
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
※
改
正
法
の
施
行
日
は
確
定
次
第

あ
ら
た
め
て
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
問
合
せ
”
市
民
生
活
課
市
民
係
へ
。

◆
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
に
協
力
を

　
1
0
月
～
1
2
月
に
か
け
て
、
市
内
で
車
を

お
持
ち
の
人
を
任
意
に
抽
出
し
、
郵
送
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。
交

通
実
態
の
把
握
と
、
将
来
の
道
づ
く
り
計

画
策
定
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
の

問
合
せ
”
新
潟
県
道
路
維
持
課
（
費
0
2

5
－
2
8
5
－
5
5
1
1
）
へ
。

◆
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
所

　
官
公
署
へ
の
許
認
可
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
無
料
相
談
に
応
じ
ま
す
。
⑫
日
時
”

10
月
1
9
日
㈹
午
後
1
時
～
4
時
⑫
場
所
“

市
役
所
市
民
相
談
室
⑫
主
催
睡
新
潟
県
行

政
書
士
会
、
同
魚
沼
支
部
⑫
そ
の
他
”
事

前
申
込
不
要
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
⑦
問
合
せ
”
魚
沼
支
部
長

八
島
勉
（
費
57

－
8
8
9
7
）
へ
。

◆
法
務
行
政
無
料
相
談
所

⑫
目
時
”
1
0
月
7
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
の
場
所
”
津
南
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
下
船
渡
）
●
相
談
内
容
”
①
不
動
産
登

記
②
会
社
・
法
人
登
記
③
結
婚
、
離
婚
な

ど
戸
籍
・
国
籍
の
問
題
④
地
代
・
家
賃
な

ど
供
託
の
問
題
⑤
も
め
ご
と
、
悩
み
、
い

じ
め
、
体
罰
な
ど
人
権
、
多
重
債
務
の
問

題
※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

⑫
問
合
せ
阿
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支

局
総
務
係
（
費
52

－
2
5
7
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

◆
排
水
設
備
等
指
定
工
事
業
者
の
新
規
登

録
・
登
録
更
新
申
請
の
受
付

⑫
受
付
期
問
”
1
0
月
1
日
㈹
～
1
5
日
㈹
⑫

指
定
期
問
”
1
1
月
1
日
～
1
6
年
1
0
月
31
日

ま
で
⑫
提
出
書
類
”
①
指
定
登
録
更
新
申

⑳

紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
平
　
成
　
園

　
平
成
園
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
2

つ
の
機
能
を
持
っ
た
施
設
で
す
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
超
音
波
完
備
の
大
き
な
風
呂
が

あ
り
、
6
0
歳
以
上
の
人
は
1
0
0

円
、
6
0
歳
未
満
の
人
で
も
2
0
0

円
の
料
金
で
1
日
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
施
設
内
に
は
、
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン

（
健
康
治
療
器
）
や
3
千
曲
以
上

の
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ
、
あ
ん
ま

機
な
ど
が
あ
り
、
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日

に
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
日
で
も
1
0

人
以
上
の
団
体
客
は
無
料
で
送
迎

し
ま
す
。

　
事
業
と
し
て
は
、
利
用
者
が
年

間
4
回
集
ま
る
「
つ
ど
い
」
を
会

費
2
千
円
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
の
サ
ー
ク

ル
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

な
ど
を
中
心
と
し
た
ハ
ツ
ラ
ツ
サ

ー
ク
ル
も
そ
れ
ぞ
れ
月
2
回
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
各
サ
ー
ク

ル
の
人
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
と
の
親
睦
交
流
会
を
始
め
ま
し
．

た
。
各
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
か
ら

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
65
歳
以
上
で
一
人
で
用
の
足
り

る
虚
弱
老
人
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
週
5

日
間
実
施
し
、
お
年
寄
り
が
寝
た

き
り
や
痴
呆
に
な
ら
な
い
た
め
の

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、
生
活
指
導
、
養
護
、
入

浴
、
給
食
な
ど
で
、
1
日
あ
た
り

5
0
0
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
平
成
園
（
智
5
8

　
－
3
9
2
4
）
へ
。
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請
書
1
通
②
市
税
納
税
証
明
書
1
通
③
過

去
3
年
間
の
工
事
経
歴
書
④
従
業
員
名
簿

※
新
規
登
録
に
は
新
規
登
録
申
請
書
と
そ

こ
に
記
載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
で
す
。
●

登
録
手
数
料
”
3
千
円
（
申
請
時
に
納
入
）

②
受
付
・
問
合
せ
”
下
水
道
課
（
西
本
町

3
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
内
a
5

2
1
7
4
4

1
）
へ
。
※
今
年
は
平
成
8
年
に
登
録
・

更
新
し
た
業
者
の
更
新
年
に
あ
た
り
ま
す
。

ス　
　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

◆
お
だ
ま
き
山
の
会
募
集
登
山

　
紅
葉
に
包
ま
れ
た
奥
志
賀
、
岩
菅
山
に

登
り
ま
せ
ん
か
。
⑫
期
日
”
1
0
月
1
7
日
㈲

⑫
定
員
”
2
0
人
⑫
参
加
費
”
大
人
3
千

円
、
中
学
生
以
下
2
千
円
●
申
込
み
“
公

民
館
本
館
（
盈
57
1
5
0
1
1
）
へ
。
※

申
込
者
に
は
1
0
月
5
日
㈹
午
後
7
時
～
公

民
館
本
館
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
②
問

合
せ
目
羽
鳥
茂
（
a
52
－
3
9
5
8
）
へ
。

◆
市
長
杯
争
奪
大
池
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

●
目
時
”
1
0
月
1
7
日
㈲
午
前
6
時
3
0
～
午

後
2
時
30
分
（
午
前
6
時
～
受
付
）
⑫
場

所
”
大
池
●
参
加
費
”
2
、
7
0
0
円
、

年
間
遊
魚
券
保
有
者
2
千
円
（
昼
食
代
含

む
、
当
日
徴
収
）
⑫
定
員
”
先
着
4
0
人
②

申
込
み
”
1
0
月
7
日
㈱
ま
で
に
キ
ジ
マ
釣

具
店
（
智
52
1
2
4
7
8
）
へ
。

◆
車
椅
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
み
ん
な
で
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か
。
車

椅
子
使
用
者
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
見
学
・
応
援
も
大
歓
迎
物
日
時
H
1
0

月
2
日
ω
午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
⑫

場
所
”
陸
上
競
技
場
⑫
参
加
費
”
無
料
②

種
目
”
6
0
m
、
百
m
、
4
百
m
、
千
5
百

m
、
5
千
m
、
空
き
缶
つ
り
競
争
⑫
対
象
”

車
椅
子
を
自
分
で
操
作
で
き
る
人
。
介
助

が
必
要
な
人
も
可
。
た
だ
し
介
助
者
同
伴

の
こ
と
②
そ
の
他
“
事
前
申
込
不
要
、
昼

食
持
参
の
問
合
せ
”
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
費
57
1
9
4
3
8
）
へ
。

◆
秋
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
総
合
体
育
館
で
は
、
2
つ
の
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
O
対
象
“
1
5

歳
以
上
、
中
学
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

⑫
参
加
費
”
教
室
参
加
料
千
円
（
8
回

分
）
、
施
設
使
用
料
毎
回
2
百
円
（
3
か
月

以
上
の
「
施
設
使
用
券
」
ま
た
は
「
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
利
用
券
」
を
お
持
ち
の
場
合

は
教
室
参
加
料
の
み
）
⑫
申
込
み
1
1
総
合

体
育
館
（
智
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

【
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】
足
腰
へ

の
負
担
の
少
な
い
運
動
で
、
中
高
年
の
人

も
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。
⑫
定
員
”

先
着
5
0
人
⑫
日
時
“
1
0
月
2
5
日
～
1
2
月
1
3

日
の
毎
週
月
曜
日
午
前
1
0
時
～
1
1
時
1
5
分

【
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
】
初
心
者
か
ら
慣

れ
て
き
た
人
ま
で
を
対
象
に
し
た
基
本
的

な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
で
す
。
の
定
員
”

先
着
1
5
0
人
②
日
時
”
1
0
月
2
8
日
～
1
2

月
1
6
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
午
後
7
時
30
分

～
8
時
4
5
分

　明るい服装、早めのライトを
　　　　　　　　心がけましょう

　これからの時期は、夕暮れが早まり、歩

行者の確認がしにくくなり、特に夕方から

夜間は、交通事故の危険性が高くなります。

　ドライバーは、より慎重な運転を心がけ、

歩行者は明るい服装や反射材を身に付ける

など、お互いに事故

防止に努めましょう。

9

6

夜の歩行は
明るく

目立つことが

大切です。

　9月21日㈹～9月30目㈱までの10日間

運勤のズ∠7一ガン

　タ暮れはライトをつけて気をつけて

　1．高齢者の交通事故防止
　2．シートベルト着用の徹底と

　　　チャイルドシートの着用促進

　3．タ暮れ時の交通事故防止

市内の8月中の交通事故発生状況（）累計

年 発生繹数 負傷老数 死着数 物牲事数数

11年 23（160） 35（213） 0（1） 46（417）

10年 22（1餌〉 28（186） 0（3） 35（379）

膿1餐i

紅
葉
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
歩
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
ク
リ
ー
ン
碓
戦

秋
の
十
日
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
紅
葉
の
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
す
。
展
望
台
な

ど
で
の
ゴ
ミ
拾
い
の
後
、
自
然
観
察
と
3
㎞
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。
自
然
観
察

で
は
、
動
植
物
に
詳
し
い
自
然
観
察
指
導
員
か
ら
妻
有
の
自
然
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
景
品
が
当
た
る
ご
み
分
別
ク
イ
ズ
も
行
い
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。
環
境
保
護

と
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
ロ
ー
0
月
1
7
日
㈹
午
前
8
時
3
0
分
（
出
発
）
～
午
後
1
時
3
0
分

■
集
合
H
午
前
8
時
2
0
分
ま
で
に
市
役
所
前
集
合
　
■
定
員
“
先
着
60
人

■
参
加
費
H
2
百
円
（
当
日
徴
収
、
保
険
料
等
）
■
持
ち
物
U
昼
食
、
軍
手
、
雨
具
な
ど

■
コ
ー
ス
H
市
役
所
↓
十
二
峠
↓
魚
沼
展
望
台
↓
護
国
観
音
↓
八
箇
峠
↓
市
役
所
（
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
使
用
）

■
申
込
み
H
1
0
月
1
2
日
㈹
ま
で
に
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
費
5
7
1
3
1
1
1
内
線
1

5
8
）
へ
。

鶴
竃
，
　
ガ
，

右9悲罐《惣1戯涯纏
　　大嫁き十目町会『十副臓i流会謝

　毒i外蓬住の皆愚んと蒲舞溺一堂楼会し．交瀦認深

める場鶏薦藩る翁癒ざ参撫くださ協。

◆期日；憩月鍛臼㈱　◆場駈：添灘ルベル溌羨嫁オ

シ辣ジウム縢灘鞭際
【第1部塁基調講演

　演題：「十田購1◎年の回顧』

　講節：梅田健数郎氏《㈱当闘高原魏ゾー騰圏談役）

【第2部】パネルディスカッ勲蕊ン

　主題二「韻《みて分かっ癒藩日町

　　　　　　　　　　来誕轟竃分漆っ癒繋臼町鐘

名糠換糠ねた懇絵礁撫撫
◆辮込み獣大嫌き牽日購会事務漏

　　　　護繭王観発諜肉饗騨一畿難内線緬2〉戴。

74



健康福祉課盈57－3111鑑鎌癖蹟顧ゑ繭剛齪．目本一の健康都市づくり

秋
期
ボ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
（
小
児
ま
ひ
）

■
対
象
糧
①
1
0
月
1
日
現
在
3
か
月
～
接

　
種
日
現
在
7
歳
半
未
満
の
子
で
、
過
去

未
接
種
か
1
回
の
み
の
子
②
平
成
1
1
年

　
1
月
2
日
～
11
年
7
月
1
に
生
ま
れ
た

　
子
に
は
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

■
投
与
の
方
法
H
6
週
間
以
上
の
間
隔
で

　
2
回
投
与
。
投
与
の
間
隔
が
離
れ
た
場

合
も
必
ず
2
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ロ
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
子
日
①
下
痢
や

発
熱
、
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子
②

過
去
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
子

・
投
与
前
の
注
意
H
①
子
ど
も
の
健
康
状

態
を
よ
く
知
り
、
予
診
票
を
記
入
で
き

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
都
合

の
つ
か
な
い
場
合
は
、
予
め
予
診
票
を

窓
口
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
②
投

与
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
③
投
与
前
に
「
予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
④
会
場
で
体
温
を
測
り
ま
す
。

ロ
持
参
す
る
も
の
判
①
母
子
健
康
手
帳
②

体
温
計
③
市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
場
合
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市

町
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

　
を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
H
午
後
1
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
2
時
1
5
分
（
時
間
厳
守
）

■
会
場
H
保
健
セ
ン
タ
ー

臼
問
合
せ
”
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　
へ
。

〈日程表〉

．
』
．
響
齢

、
鞭
　
麟
、
，
－
、

川
治
・
六
箇
・
水
沢

10

月
6
日
㈱

十
　
日
　
町

10

月
7
日
㈱

中
条
・
下
条
・
吉
田

10

月
8
日
㈹

◆
断
酒
友
の
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ

わ
し
て
い
る
人
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
鯵
日

時
H
1
0
月
2
4
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

30
分
穆
場
所
目
公
民
館
本
館
勧
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
“
1
0
月
1
5
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
毎
場
所
橿
十
日
町

保
健
所
後
問
合
せ
”
保
健
所
ま
た
は
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
へ
。

◆
6
月
～
9
月
分
の
児
童
手
当
を
振
り
込

み
ま
す
　
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含
む
）

は
、
3
歳
未
満
児
を
養
育
し
、
所
得
が
一

定
に
満
た
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
6

月
～
9
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
は
1
0
月
8

日
㈹
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。
修
児
童
手
当
の
月
額
H
▼
1
人
目
・

2
人
目
“
5
千
円
▼
3
人
目
以
降
ー
人
に

つ
き
”
1
万
円
笏
問
合
せ
目
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
へ
。

甲10月の休日救急医

3日（日）

大熊内科医院　（山本1）姪52－7066

　
　
つ
0
　
　
1

　
　
0
　
　
1

　
　
0
　
　
1

　
　
◎
∠
　
　
6
∠

　
　
ロ
　
　
　
じ

　
　
5

5
6
3

　
　
費
奮

　
の
　
通
の

　
央
ホ

　
中
里

日
条
中

　
仔
（

の
育
院
院

体
　
医
病

印
ー
口
村

日10

山
上
11日（月）振替休日

大坪医院（四日町新田2）盈57－6100

17日（日）

大島医院（川原町）盈52－2957
24日（日）

ツ
／
　
　
Ω
り

ツ
／
　
　
1
⊥

Ω
U
　
n
U

ハ
∠
　
　
つ
O

ド
　
　
　
し

66

57
暦
姪

剛
卿

南
俸
砒

院
院

医
病

　
　
　
ラ

山
条
旧

　
　
　
日

長
中
31
庭野医院（寿町4）盈52－2711

むし歯のないよい歯の子
　8月の3歳児健診を受けた子33人

よい歯の子　住所保護者

柳あかね（島）久　　　たまき金澤　 環（太田島2）　尚

樋　口　大　樹（中条旭町〉広　幸
　　ひ　　よ
池田陽世（千歳町）貴子
山田尚弥（山際）博
山田航也（新座1）健二
福崎正宏（田麦）正敏
　　　　　　　わたる春日美菜子（樽沢）亙
高橋卓巳（伊達1）正勝
庭野正宗（島〉昭造
近藤沙也果（下条栄町）功雄

10月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児｝

13日
（水）

午後1時

　～1時45分
8年4月

生まれの幼児

　　軸．

1歳6か月児

健　　　診

14日
（木）

午後1時

　～1時45分

10年4月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

27日
（水）

午後1時

　～1時30分

11年6月

生まれの乳児

10か月児
身体測定

19日
（幻

午前9時15分

　　～10時

10年12月
生まれの乳児

麟舗詞

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成8年5月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。11月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、10月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課保健予防係ま
　で連絡してください。

10月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 4・18・25（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティセンター

12日（幻
午前9時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館
12日（幻

午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

21日（木）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午前9時～11時30分

羽　根　川　荘

15日㈹

午前9時～11時30分

水沢地区公民館 午前9時～11時30分

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

22日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を。
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

10月の献血車
◆全血献血　13日㈲（終日）吉沢織物㈱

　　　　　　26日（火〉（※①）㈱協立パイパーッ

　　　　　　　　　　（午後）厚生連中条病院

＊受付時間　午前10時～正午、午後1時～3時

　　　　　　（※①）午前9時30分～11時30分

◆成分献血　6日㈱（終日）十日町市役所

　　　　　　20日伽（終日）十日町建設会館
＊成分献血‘よ事前に健康福祉課保健予防係に電話

　で申し込んでください。所要時間は約60分です。

75平成11年9月25日号
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　東京・代官山から徒歩5分、おしゃれなイタリアンレス

トラン「キャッケレ」で働く小林朋彦さんは市内加賀糸屋

町出身です。シエーナ料理学院研修のメンバーとしてイタ

リアに渡ったのを機に、3年の滞在期間中各地の歩テルや

レストランの実習生として修行を重ねました。通算ではイ

タリア修行のうちコモの滞在が一番長かったそうです。ま

たぜひコモを訪れたいと語っています。

　コモ滞在中は当時の市長秘書アンジェラさんという人が

イタリアの母親としていろいろ面倒を見てくれたといいま

す。イタリアの厨房はいつも楽しく騒がしい反面、容赦な

く調理を任せるという厳しさもあり、皿洗いは専門の人が

いるとのこと。「新人はまず皿洗い」という年功序列的な日

本の厳しさとは一味違うようです。

　両市の交流について伺ってみたところ、「学校の授業で取

り上げるなど、あせらず気長にお付き合いをしてはどうか」

というご意見でした。

　シェフがイタリア人で、毎日イタリア語を使いながら充

実した日々を送る小林さん。夢は？という質問に、「小さい

店を開きたい。できれば地元で…。」とさわやかに語ったの

が印象的でした。

経験が語る教訓
　　　　　総合マクト

翫
圭
．
の
秋

》 κ五

芸
術
の
釈

拶
　
　
∂

栗鷲．実
り
の
釈
垂
飛

食
欲
⑳
釈

食べ

過
馴
毎

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

注
意
し
ま
㌧
フ

マ
ヨ
d
ノ
　
ξ
暑
度

　
　
　
　
η
｝
ケ
ー

方
う
我
奪
．

　
　
　
り
軸

　
　
　
つ
o
　
塗

φ
乙
し

スクーPレNOW

心　の　耕　し
一体験活動を通して一

鐙島小学校

漏．42

騒

華

　
　
　
　
翅

『
露

藝

獣

螺’

覇

　小学校裏山の鐙島つつじ園の世話を、老

人会の皆さんと子どもたちでやっています。

除草、種摘み、植栽などの様々な仕事があ

ります。雨の中や暑い日差しの下でも、文

句一つ言わず、黙々と作業をしているお年

寄り。その様子を見たり、作業の仕方を聞

いたりする子どもたちの真剣な眼。お年寄

りといっしょの活動を通して、世話の仕方

という知識のほかにも、もっと大切なこと

を学んでいるようです。命あるものを大切

に育てる心、一生懸命に働くことの意味を。

　鐙島小では、つつじの世話以外にも、そ

ばづくり、ゲートボールなどの活動をお年

寄りといっしょにしています。

　体験は心を揺さぶり、その子の心に知識

としてではなく実感として深く刻み込まれ

ます。「心の」教育が叫ばれている今、価値

ある体験活動を、地域の皆さんの協力を得

ながら進めていきます。

　
入
校
作
業
も
終
わ
り
、
編
集
後
記
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
我
が
係
で
は

市
勢
要
覧
を
並
行
し
て
編
集
し
て
お
り
、
毎

日
が
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
時

間
の
差
し
迫
っ
た
時
な
ど
は
、
自
分
だ
け
の

時
間
を
見
つ
け
、
早
朝
に
原
稿
を
と
り
ま
と

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
学
問
を
離
れ
て
も
、
毎
日
自
分
の
時
間

を
作
っ
て
、
学
ぶ
こ
と
は
続
け
な
さ
い
」
。
こ

れ
は
恩
師
が
贈
っ
て
く
れ
た
言
葉
で
す
。
恩

師
を
見
習
い
、
最
初
は
早
朝
に
語
学
を
こ
な

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
も
っ
ぱ
ら
原
稿
書

き
が
主
流
で
す
。
進
ま
ぬ
筆
と
差
し
迫
る
締

切
。
仕
事
と
は
い
え
情
報
発
信
の
継
続
と
は
、

根
気
と
体
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
1
0
月
に
は
待
望
の
十
日
町
情

報
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
図
書
館
や
視
聴
覚
セ

ン
タ
ー
に
加
え
、
様
々
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

受
発
信
を
圏
域
内
外
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
紙
媒
体
に
加
え
、
C
D
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
P
D
F
な
ど
電
子
媒
体
が
益
々
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

べ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘
致
で
は
、
情
報
受
発
信

の
対
象
は
世
界
で
す
。
技
術
や
環
境
が
整
っ

た
今
、
私
た
ち
の
テ
ー
マ
は
、
ふ
る
さ
と
の

価
値
を
見
つ
め
直
し
、
広
く
伝
え
る
こ
と
に
あ

る
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
①

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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